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〝
感
・
和
・
別
〞を
コ
ン
セ
プ
ト
に

「
神
鍋
冬
ま
つ
り
」

日
高
町
商
工
会

■県連合会Letter  ２頁
　・業務別研修会（商工会税務）
　・第３回補助金体系検討委員会
　・時局講演会（西播磨地域商工会振興協議会）

■青年部・女性部Letter  ３頁
　・県青連・女性連創立40周年記念大会

■商工会Letter  ４～６頁
　・地域活力増進事業
　　　産業クラスタ研究会（養父市）
　　　ネット販売をもう一つの柱に（稲美町）
　・地域資源∞全国展開支援事業
　　　“国生みと香り”淡路島の魅力を再発見ラリー（淡路市）
　　　生野鉱山・鉱山町の賑わい観光再生プロジェクト（生野町）
　・加東市、太子町、日高町、篠山市
　　　　

　

日
高
町
商
工
会
（
岩
見
勲
会
長
）
は
、
二
月
二
日
、
神
鍋
高

原
の
四
ス
キ
ー
場
（
奥
神
鍋
、万
場
、名
色
、ア
ッ
プ
か
ん
な
べ
）

を
会
場
に
「
神
鍋
冬
ま
つ
り
」
を
開
催
し
た
。

　

神
鍋
冬
ま
つ
り
は
、「
感
じ
て
・
和
ご
む
・
別
世
界
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
地
域
住
民
と
観
光
客
が
一
体
と
な
っ
て
、
神
鍋
高

原
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。

　

当
日
は
絶
好
の
イ
ベ
ン
ト
日
和
と
な
り
、
千
四
百
人
余
り
の

人
手
で
夕
方
七
時
ま
で
賑
わ
っ
た
。（
関
連
記
事
を
五
頁
に
掲
載
）

か
ん

な

べ
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主な行事予定

4
月
の
こ
よ
み

７
日
㊊
〜
８
日
㊋

 

県
女
性
連
監
事
会
・

理
事
会

14
日
㊊
〜
15
日
㊋

 

新
任
商
工
会
職
員
研

修
会（
神
戸
市
）

中
旬 

県
青
連
監
事
会
・
理

事
会

下
旬 

県
連
合
会
監
事
会

業
務
別
研
修
会（
商
工
会
税
務
）

第
三
回
補
助
金
体
系
検
討
委
員
会

　

 

県
商
工
会
連
合
会
は
、
一
月
二

十
九
日
、
福
崎
町
商
工
会
館
で
業
務

別
研
修
会
（
商
工
会
税
務
）
を
開
催
。

商
工
会
か
ら
二
十
六
名
が
出
席
し
た
。

　

研
修
会
は
、
事
業
再
生
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
代
表
・
田
中
裕
司
氏
が
「
再

生
企
業
に
見
る
経
営
改
善
の
ポ
イ
ン

ト
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
自
ら
が
手

掛
け
た
再
生
事
案
に
基
づ
き
、
経
営

改
善
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
導
し
た
。
田

中
氏
は
講
演
の
中
で
企
業
再
生
に
は
、

早
め
に
資
金
繰
表
を
作
成
す
る
こ
と

と
問
題
の
早
期
発
見
・
早
期
対
策
が

重
要
と
指
導
し
た
。

　

次
に
、
本
会
の
顧
問
税
理
士
・
櫻

井
繁
樹
氏
が「
商
工
会
の
税
務
申
告
」

に
つ
い
て
講
演
。
消
費
税
法
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
や
簡
易
課
税
と
本
則
課
税

を
選
択
し
た
場
合
の
相
違
に
つ
い
て

指
導
。
事
業
所
を
指
導
す
る
場
合
、

簡
易
課
税
と
本
則
課
税
の
相
違
を
十

分
説
明
す
る
こ
と
。
ま
た
、
商
工
会

合
併
に
よ
り
本
則
課
税
を
選
択
す
る

場
合
が
増
え
て
い
る
こ
と
。
そ
の
た

め
、
本
則
課
税
計
算
を
理
解
す
る
必

要
が
あ
る
と
講
演
し
た
。

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
一
月
十
八

日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
、「
第

三
回
補
助
金
体
系
検
討
委
員
会
」
を

開
催
。
協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

一
、
先
進
地
視
察
研
修
の
報
告
に
つ

い
て

二
、
補
助
対
象
職
員
の
新
設
置
基
準

等
に
係
る
要
望
（
案
）
に
つ
い

て

　

今
後
、
十
二
月
に
実
施
し
た
先
進

地
視
察
の
内
容
や
九
月
に
実
施
し
た

都
道
府
県
連
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
基
に
、
県
へ
の
補
助
対
象
職
員
の

新
設
置
基
準
や
継
続
雇
用
制
度
の
導

入
等
を
要
望
し
て
い
く
。

▲経営改善のポイントを語る田中裕司氏

　

西
播
磨
地
域

商
工
会
振
興
協

議
会
（
春
名
和

光
会
長
）
は
、

一
月
二
十
九
日
、

た
つ
の
市
・
志

ん
ぐ
荘
に
お
い

て
講
演
会
を
開

催
。
商
工
会
役

員
や
会
員
な
ど

百
二
十
名
余
り

が
出
席
し
た
。

　

講
師
の
山
本

健
治
氏
は
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

等
で
活
躍
中
の
辛
口
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
。「
ど
う
な
る
？
今
後
の
関

西
の
景
気
と
経
済
」
を
テ
ー
マ
に

独
特
の
口
調
で
熱
弁
を
振
る
わ
れ

た
。

　

山
本
講
師
は
、
現
在
の
中
小
企

業
が
直
面
す
る
課
題
は
、
カ
（
価

格
破
壊
）・
キ（
規
制
緩
和
）・
ク（
空

洞
化
）・
ケ
（
経
営
破
壊
）・
コ
（
高

齢
化
）
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
を
乗

り
切
る
に
は
、
現
場
主
義
と
５
S

（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・

し
つ
け
）
が
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
生

産
性
や
品
質
向
上
に
繋
が
る
と
力

説
し
た
。

▲中小企業の課題について語る山本健治氏

時局講演会を開催
西播磨地域商工会振興協議会
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▲パネルによる活動報告

　

記
念
式
典
に
先
立
ち
、
午
前
十
一

時
か
ら
開
催
さ
れ
た
合
同
幹
部
講
習

会
で
は
、
青
年
部
・
女
性
部
の
地
域

間
を
越
え
た
交
流
を
目
的
に
各
種
活

動
等
を
描
き
発
信
す
る
パ
ネ
ル
展
を

開
催
。五
十
一
商
工
会
青
年
部
・
女
性

部
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、

商
工
会
の
特
産
品
販
売
や
地
域
活
動

を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
も
上
映
さ
れ
た
。

合
同
幹
部
講
習
会

　

第
一
部
記
念
式
典
で
は
、
木
南
岩

男
県
連
会
長
が
「
目
標
を
常
に
高
く

掲
げ
、
正
し
い
道
徳
的
倫
理
観
を
も

ち
全
国
に
発
信
し
て
頂
き
た
い
。
ま

た
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
は
、
青

年
部
・
女
性
部
の
提
言
と
行
動
力
が

不
可
欠
」
と
期
待
を
込
め
て
挨
拶
し

た
。
続
く
、
森
本
匡
俊
県
青
連
会
長

が
「
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
地
域
に

根
ざ
し
た
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い

く
」
ま
た
、
行
幸
子
県
女
性
連
会
長

が
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
を

担
う
べ
く
、
地
域
間
で
よ
り
一
層
の

連
携
を
深
め
る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

し
た
。

　

続
い
て
、
赤
井
近
畿
経
済
産
業
局

産
業
部
長
、
井
戸
県
知
事
、
小
林
県

議
会
副
議
長
、
末
武
全
国
商
工
会
女

性
部
連
合
会
会
長
が
来
賓
を
代
表
し

て
挨
拶
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
来
賓
か
ら
は
、
長

年
に
亘
っ
て
地
域
の
商
工
業
振
興
や

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の

敬
意
と
感
謝
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し

て
、
今
後
、
地
域
資
源
や
個
性
を
活

か
し
、
人
々
が
い
き
い
き
暮
ら
す
地

域
や
活
力
あ
る
産
業
を
つ
く
っ
て
い

く
た
め
に
青
年
部
、
女
性
部
な
ら
で

は
の
視
点
と
活
力
が
必
要
と
の
祝
辞

が
あ
っ
た
。

　

記
念
表
彰
で
は
、
近
畿
経
済
産
業

局
長
表
彰
が
五
団
体
、
十
一
名
。
県

知
事
表
彰
が
十
団
体
、
二
十
四
名
。

県
連
合
会
会
長
表
彰
が
三
団
体
、
七

十
五
名
。
県
青
連
会
長
表
彰
が
四
十

一
名
。
内
規
に
よ
る
県
青
連
会
長
表

彰
が
三
十
九
名
。
県
女
性
連
会
長
表

彰
が
三
団
体
、
四
十
九
名
。
内
規
に

よ
る
県
女
性
連
会
長
表
彰
が
四
十
名

行
わ
れ
た
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

藤
原
晃
一
郎
大
河
内
町
商
工
会
青
年

部
長
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

第
二
部
記
念
講
演
会
で
は
、
評
論

家
・
金
美
齢
氏
が
『「
求
む
！！
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」
〜
リ
ー
ダ
ー
の
資
質

を
持
つ
人
材
を
育
て
る
環
境
整
備
が

必
要
〜
』
と
題
し
て
講
演
。
金
氏
は
、

講
演
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
品

格
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
語

り
、
T（
時
間
）・
P（
場
所
）・
O（
今

何
を
す
る
べ
き
か
）
を
わ
き
ま
え
る

こ
と
が
人
間
の
品
格
を
つ
く
る
と
熱

弁
し
た
。

　

最
後
に
、
森
本
県
青
連
会
長
が
三

本
締
め
を
行
っ
た
後
、
閉
会
宣
言
を

行
い
記
念
式
典
を
終
了
し
た
。

▲祝辞を述べる井戸知事 ▲開会挨拶をする森本会長、行会長（円内）

▲表彰を行う赤井近畿経済産業局産業部長

▲リーダーシップについて語る金美齢氏

兵庫県商工会青年部・女性部連合会創立四十周年記念大会
大会テーマ：地域の源気、活かせ商工会
スローガン：さあ、立ち上がれ!!  明日の兵庫は我らの力で
　　　　　　連携!!  人と地域を結ぶ女性部

　平成20年２月６日（水）、県商工会青年部・女性部連合会の創立四十周年記念大会を神戸市において開催した。
当日は、井戸県知事をはじめ多数の来賓の臨席のもと、県下各地から商工会青年部・女性部関係者約760名が参加。
地域振興や新しいまちづくりの原動力となることを誓った。

ま　ち げん き
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〝
国
生
み
と
香
り
〞

　
　

 
淡
路
島
の
魅
力
を
再
発
見
ラ
リ
ー

淡
路
市
商
工
会

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

で
地
域
振
興

養
父
市
商
工
会

　

国
生
み
神
話
ゆ
か
り
の
地
〝
淡
路

島
〞
と
〝
香
り
〞
の
地
場
産
業
の
体

験
を
通
し
て
島
の
魅
力
を
観
光
客
に

ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
淡
路
市
商
工

会（
三
津
啓
祐
会
長
）は
、一
月
十
二
・

十
三
日
の
両
日
、「
国
生
み
の
島
・

癒
し
の
旅
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ーde

ゆ
っ
く
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
球
環
境
に
や
さ

し
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
で
淡
路
市

内
の
名
所
を
周
遊
し
、
淡
路
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目

的
。
島
内
外
か
ら
四
十
四
台
の
車
と

八
十
八
人
が
参
加
。
遠
く
は
東
京
か

ら
参
加
さ
れ
た
ペ
ア
も
あ
っ
た
。

　

初
日
は
、
国
生
み
神
話
で
知
ら
れ

る
伊
弉
諾
（
イ
ザ
ナ
ギ
）
神
宮
で
安

全
祈
願
の
後
、
夫
婦
円
満
と
子
孫
繁

栄
を
願
っ
た
神
楽
の
舞
を
見
学
し
た
。

　

続
い
て
、
二
コ
ー
ス
に
分
か
れ
出

発
。「
パ
ル
シ
ェ
香
り
の
館
」
で
は
、

に
お
い
袋
作
成
を
体
験
。
ま
た
、
阪

神
淡
路
大
震
災
で
隆
起
し
た
野
島
断

層
が
あ
る
「
北
淡
震
災
記
念
公
園
」

で
は
、
線
香
の
材
料
と
な
る
タ
ブ
の

木
を
記
念
植
樹
す
る
な
ど
市
内
九
か

所
を
巡
っ
た
。

　

二
日
目
は
、
伊
弉
諾
神
宮
に
集
合
。

淡
路
島
の
名
所
案
内
と
記
念
品
を
渡

し
、自
由
散
策
を
し
た
後
、解
散
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
の
〝
ゆ
っ

く
ラ
リ
ー
〞
は
、
普
通
の
観
光
バ
ス

ツ
ア
ー
で
は
感
じ
る
こ
と
が
出
来
な

い
も
の
を
た
く
さ
ん
味
わ
え
た
。
こ

こ
ま
で
ぬ
く
も
り
を
感
じ
た
ツ
ア
ー

は
い
ま
ま
で
な
か
っ
た
。」
な
ど
の

感
想
が
き
か
れ
た
。

　

養
父
市
商
工
会（
池
田
勅
則
会
長
）

で
は
、
平
成
十
七
年
度
よ
り
兵
庫
県

立
大
学
経
営
学
部
と
事
業
連
携
を
行

い
、
経
営
者
大
学
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
な
ど
を
通
じ
て
人
材
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
年
度
、
産
学
連
携
を
更
に
進
め

る
た
め
「
養
父
市
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

研
究
会
（
元
気
な
地
域
と
経
営
者
を

つ
く
る
会
）」
を
発
足
さ
せ
た
。

　

研
究
会
は
、
兵
庫
県
立
大
学
、
経

営
者
、
商
工
会
及
び
行
政
な
ど
と
連

携
を
基
軸
に
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
に
向

け
た
地
域
振
興
策
を
策
定
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
地
域
資
源
の
棚
卸
し

と
再
発
見
。
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
中

核
と
な
る
企
業
や
産
業
の
洗
い
出
し

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

▲新たな企業連携について研究

▲ネット販売に向けて研修

▲「ゆっくラリー」前のミーティング

ネ
ッ
ト
販
売
を
も
う
一
つ
の
事
業
に

稲
美
町
商
工
会

　

稲
美
町
商
工
会（
大
西
壯
司
会
長
）

で
は
、
一
月
二
十
二
日
、
来
る
三
月

に
開
設
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

の
た
め
の
準
備
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
会
員
企
業
が
自
社

の「
逸
品（
商
品
、サ
ー
ビ
ス
、技
術
）」

を
再
認
識
す
る
こ
と
で
、
他
社
と
の

差
別
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

開
設
し
て
い
る「
も
の
」「
サ
ー
ビ
ス
」

｢
技
術｣

の
サ
イ
ト
に
、
新
た
に

「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
を
追
加
す
る
こ

と
で
の
相
乗
効
果
を
目
指
す
も
の
。

　

当
日
は
、
若
手
後
継
者
ら
十
六
名

が
参
加
。
研
修
は
、
サ
イ
ト
開
設
に

あ
た
り
商
品
の
表
示
方
法
、
商
品
登

録
、
決
済
方
法
及
び
在
庫
管
理
等
の

設
定
に
つ
い
て
基
本
操
作
を
習
っ
た
。

研
修
会
は
六
時
間
に
及
ん
だ
が
、
沢

山
の
質
問
が
飛
び
交
う
有
意
義
な
研

修
と
な
っ
た
。

総
合
相
談
室
・
経
営
安
定
特
別
相

談
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

兵
庫
県
商
工
会
連
合
会

　

■
相
談
窓
口
（
直
通
）

　
　

〇
七
八（
三
七
一
）一
三
〇
九
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▲昨年開催の第5回あったか滝野まつり

日
高
商
工
会

新
春
講
演
会
を
開
催

太
子
町
商
工
会

　

日
高
町
商
工
会（
岩
見
勲
会
長
）は
、

二
月
二
日
、
神
鍋
高
原
に
て
「
〝
元

気
ひ
だ
か
〞
神
鍋
冬
ま
つ
り
」
を
開

催
し
た
。

　

神
鍋
冬
ま
つ
り
は
、
神
鍋
高
原
で

の
開
催
。
関
係
者
は
天
候
を
心
配
し

て
い
た
が
、
前
日
ま
で
に
十
分
に
雪

が
降
り
、
当
日
は
無
風
で
雨
や
雪
も

降
ら
ず
、
最
高
の
イ
ベ
ン
ト
日
和
。

初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
拘
ら
ず
、

千
四
百
人
も
の
人
出
と
な
っ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、「
ア
ッ
プ
か
ん
な

べ
ス
キ
ー
場
」
を
メ
イ
ン
会
場
に
全

て
の
ス
キ
ー
場
で
開
催
。
雪
で
作
っ

た
ス
テ
ー
ジ
で
の
イ
ベ
ン
ト
、
雪
上

運
動
会
、
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
等
に
家

族
連
れ
や
若
者
た
ち
の
参
加
で
賑

わ
っ
た
。
ま
た
、
各
ス
キ
ー
場
で
は

「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
」、「
ぜ
ん
ざ
い
」

の
振
舞
い
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
た
。

　

さ
ら
に
メ
イ
ン
会
場
横
の
広
場
に

は
、「
巨
大
雪
だ
る
ま
」「
か
ま
く
ら
」

「
滑
り
台
」
が
出
現
。
夜
に
は
こ
れ

ら
に
「
ろ
う
そ
く
」
が
灯
り
、
背
後

に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
り
し
て
、

冬
の
夜
空
に
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
い
た
。

　

篠
山
市
商
工

会
（
畑
一
弥
会

長
）
で
は
、
一

月
二
十
六
日
、

篠
山
城
跡
周
辺

に
お
い
て
「
第

五
回
丹
波
篠
山

冬
の
味
覚
『
い

の
し
し
祭
』」

を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、
農

林
水
産
省
「
農

山
漁
村
の
郷
土

料
理
百
選
」
に

選
ば
れ
た
「
ぼ

た
ん
鍋
」
の
発
祥
の
地
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
例
年
以
上
に
多
く
の
参
加

者
が
あ
っ
た
。

　

当
日
は
、
雪
模
様
の
中
で
の
開
催
。

市
内
飲
食
店
の
い
の
し
し
創
作
料
理

が
並
ぶ
「
屋
台
村
」
や
、
青
年
部
開

発
商
品
「
丹
波
ー
ガ
ー
」
に
は
、
五

年
経
っ
て
も
衰
え
ぬ
長
蛇
の
列
。
ま

た
、
大
人
気
の
「
ド
ド
ド
い
の
し
し

猛
レ
ー
ス
」
で
は
、
大
歓
声
の
嵐
。

初
開
催
の
「
い
の
し
し
検
定
」
で
は

多
く
の
認
定
者
が
誕
生
。
ま
さ
に
、

い
の
し
し
尽
く
し
の
一
日
と
な
っ
た
。

　

篠
山
市
の
数
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
中

で
、
一
番
歴
史
の
浅
い
こ
の
祭
り
も
、

多
く
の
「
笑
顔
」
を
も
た
ら
す
イ
ベ

ン
ト
に
成
長
し
た
。

「いのしし祭」を開催
篠山市商工会

▲ドドドいのしし猛レース
　

太
子
町
商
工
会（
門
田
善
二
会
長
）

で
は
、
一
月
十
二
日
、
あ
す
か
ホ
ー

ル
で
恒
例
の
新
春
講
演
会
を
開
催
し

た
。
会
場
は
、
一
般
公
募
者
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
八
百
名
で
埋
ま
っ
た
。

　

講
演
会
は
、
各
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍

中
の
金
美
齢
氏
（
評
論
家
）
に
よ
る

「
人
間
と
し
て
生
き
る
」
が
テ
ー
マ
。

　

自
分
の
体
験
談
を
も
と
に
人
間
の

あ
り
方
、
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ

な
ど
を
、
時
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
熱
心
に
説
か
れ
た
。
参
加
者
は
、

金
先
生
の
一
言
一
言
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

お
知
ら
せ

  

第
六
回
あ
っ
た
か
滝
野
冬
の
ま
つ
り

加
東
市
商
工
会

　

加
東
市
商
工
会
（
藤
井
悦
治
会

長
）
で
は
、
来
る
二
月
二
十
四
日
、

加
東
市
滝
野
庁
舎
周
辺
に
て
「
第

六
回
あ
っ
た
か
滝
野
冬
の
ま
つ

り
」
を
開
催
す
る
。

　

人
と
人
と
の
〝
温
か
（
あ
っ
た

か
）〞
な
触
れ
合
い
と
、〝
こ
ん
な

も
の
も
有
っ
た
か
〞
と
い
う
ふ
る

さ
と
魅
力
再
発
見
を
テ
ー
マ
に
し

た
数
少
な
い
冬
場
の
イ
ベ
ン
ト
。

　

当
日
は
、
蔵
ま
つ
り
（
新
酒
蔵

開
き
）、Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｙ
マ
ラ
ソ
ン
全
国

大
会
、
よ
さ
こ
い
踊
り
大
会
、
加

東
音
楽
め
ぐ
り
、商
工
会
青
年
部
・

女
性
部
や
小
・
中
学
生
、
兵
教
大

留
学
生
に
よ
る
模
擬
店
、
北
播
磨
地

域
の
特
産
品
や
地
元
農
産
物
の
販
売
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
十
二
単
着
付

体
験
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
が

行
わ
れ
る
。是
非
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▲まつりのフィナーレを飾る花火

▲開会挨拶をする
　門田商工会長

感
じ
て
・
和
ん
で
・
別
世
界

〝
元
気
ひ
だ
か
〞神
鍋
冬
ま
つ
り
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■「
鉱
山
の
町
・
生
野
」を
情
報
発
信

　

生
野
町
に
は
、
千
二
百
年
に
わ
た

る
長
い
歴
史
を
持
つ
生
野
鉱
山
が
あ

る
。
そ
の
鉱
山
の
名
残
と
し
て
、
産

業
遺
産
、
繁
栄
時
代
の
鉱
山
文
化
の

面
影
を
残
す
歴
史
的
建
造
物
や
町
並

み
、
生
野
鉱
山
に
係
る
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
の
地
域
資
源
が
豊
富
で
あ

る
。

　

生
野
町
商
工
会（
奥
藤
博
司
会
長
）

で
は
、
鉱
山
文
化
を
後
世
に
引
き
継

ぎ
、
観
光
客
な
ど
を
積
極
的
に
誘
致

す
る
こ
と
で
人
的
交
流
の
促
進
を
図

る
産
業
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構

築
す
る
た
め
、「
生
野
鉱
山
・
鉱
山

町
の
賑
わ
い
観
光
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
」
を
全
国
連
に
提
案
し
採
択

さ
れ
た
。

■
産
業
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ルを

構
築

　

全
国
連
で
の
採
択
を
受
け
て
、「
鉱

山
の
町･

生
野
」
と
産
業
遺
産
の
価

値
を
情
報
発
信
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

創
出
と
地
域
商
業
の
持
続
的
な
発
展

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
事
業
実
行

委
員
会
（
奥
藤
博
司
委
員
長
）
を
設

置
し
た
。

　

事
業
実
行
委
員
会
で
は
、
生
野
鉱

山
の
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
体
験

型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
企
画
。
参

加
事
業
者
を
募
り
、
町
内
の
空
き
店

舗
を
活
用
し
て
当
時
の
鉱
山
町
の
生

活
に
触
れ
る
取
り
組
み
や
、
地
域
外

か
ら
の
来
訪
を
促
す
た
め
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
検
討
。
そ
し
て
、
八
月

に
は
「
生
野
銀
山
開
坑
千
二
百
年
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
。
九
月

に
は
子
ど
も
の
頃
の
秘
密
基
地
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
「
あ
る
じ
ゃ
ん
」
を
開

店
し
た
。
そ
し
て
、
ま
た
、
女
性
商

業
者
を
中
心
と
し
た
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
ー
（
も
て
な
し
）
の
向
上
や
観

光
ガ
イ
ド
の
充
実
な
ど
を
行
う
た
め

各
分
科
会
を
設
置
し
、
専
門
家
を
交

え
て
具
体
化
し
た
。

　

そ
の
上
で
、事
業
実
行
委
員
会
は
、

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
強
化

す
る
た
め
、
T
M
O
組
織
の
N
P
O

法
人
化
。
ま
た
、
産
業
遺
産
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
よ
る
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
運
営

基
盤
の
確
立
を
目
指
し
た
。

■
観
光
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施

　

仕
上
げ
と
し
て
、
一
月
十
七
・
十

八
日
の
両
日
、
各
分
科
会
で
具
体
化

し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
体
験
し
て
も
ら

う
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
。
マ
ス

コ
ミ
各
社
や
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を

招
待
す
る
こ
と
で
情
報
発
信
も
兼
ね

た
「
受
け
地
主
導
」
の
ツ
ア
ー
体
験

を
行
っ
た
。
ツ
ア
ー
体
験
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
〝
プ
ロ
〞
の
目
か
ら
見
た

観
光
コ
ー
ス
等
の
問
題
点
を
抽
出
し
、

そ
れ
を
見
直
す
こ
と
で
産
業
観
光
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
仕
上
げ
て
い
く
。

　

ま
た
、
旅
行
社
か
ら
は
、
観
光
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
提
案
さ
れ

た
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
3
月
以
降

の
ツ
ア
ー
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
た

い
と
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
お
り
、

徐
々
に
そ
の
効
果
が
出
始
め
て
い
る
。

地域資源∞全国展開支援事業
生野鉱山・鉱山町の賑わい
          観光再生プロジェクト事業

生野町商工会

▲生野の活力発信基地「あるじゃん」

▲モニターツアーを実施

▲シンポジウムでの記念オブジェ除幕式

商工中金
神戸支店
〒650-0032　神戸市中央区伊藤町111
　０７８（３９１）７５４１

姫路支店
〒670-0015　姫路市総社本町111
　０７９２（２３）８４３１

尼崎支店
〒660-0082　尼崎市東難波町5-19-8
　０６（６４８１）７５０１

－中小企業と共に45年－ 

県 共 済 
兵庫県火災共済協同組合  
兵 庫 県 共 済 協 同 組 合  

神戸市中央区中山手通７丁目28番33号（県立産業会館内） 

ホームページ 
078-361-8080(代)　Fax 078-371-6757

商工会の共済事業として会員の福利厚生をお手伝いする 
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